
金
が
あ
っ
た
こ
と
、
支
出
に

お
い
て
、
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
問

題
に
対
応
す
る
第
三
者
委
員

会
調
査
費
等
に
よ
り
、「
委

員
会
費
」
が
予
算
を
大
き
く

上
回
っ
た
も
の
の
赤
字
決
算

と
は
な
ら
ず
、
次
年
度
繰
越

金
5
4
6
万
円
と
な
っ
た
こ

と
等
を
報
告
し
た
。

　
年
金
局
決
算
報
告
で
、
中

川
義
幸
局
長
は
、
24
年
度

も
年
4
回
定
例
給
付
を
行

い
、
退
職
年
金
を
1
回
に
つ

き
7
0
4
名
程
に
年
間
合
計

4
億
3
6
9
9
万
円
を
給

付
し
た
こ
と
、
給
付
が
掛

金
を
1
億
3
6
7
2
万
円

上
回
っ
た
も
の
の
諸
献
金

9
6
0
0
万
円
と
資
産
運
用

益
7
0
8
1
万
円
が
あ
り
、

結
果
、
3
3
8
5
万
円
の
差

益
で
終
え
た
こ
と
を
報
告
し

た
。

　「
伝
道
資
金
運
用
に
関
す

る
件
」
で
は
、
藤
盛
勇
紀
委

員
長
は
、
例
年
通
り
の
運
用

資
金
規
則
を
提
示
し
た
上
で

各
教
区
の
負
担
金
（
案
）
を

提
案
、
承
認
し
た
。

　「
戦
後
80
年
に
あ
た
っ
て

平
和
を
求
め
る
祈
り
」
に
関

す
る
件
で
は
、
小
堀
康
彦
作

成
委
員
長
が
70
年
の
祈
り
を

参
考
に
し
な
が
ら
話
し
合
い

を
持
っ
た
こ
と
、
方
針
と
し

て
、
全
て
の
キ
リ
ス
ト
者
が

祈
れ
る
祈
り
を
考
え
、
具
体

的
な
戦
争
・
内
戦
に
つ
い
て

は
言
及
し
な
か
っ
た
こ
と
等

を
報
告
し
た
。文
言
を
加
筆
、

修
正
し
た
上
で
承
認
し
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

　
常
議
員
会
二
日
目
、
財
務

関
連
議
案
を
扱
い
、
24
年
度

決
算
、
24
年
度
第
2
次
補
正

予
算
、
25
年
度
第
2
次
補
正

予
算
、
各
セ
ン
タ
ー
決
算
、

出
版
局
・
年
金
局
決
算
等
を

承
認
し
た
。

　
予
算
決
算
委
員
会
報
告
の

中
で
宇
田
真
委
員
長
は
、
24

年
度
、
25
年
度
い
ず
れ
に
お

い
て
も
、
部
落
解
放
セ
ン

タ
ー
の
人
件
費
等
に
充
て

る
た
め
の
「
繰
出
金
」
を

2
0
0
万
円
増
額
す
る
補
正

を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し

た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、

人
件
費
は
教
団
会
計
本
体
か

ら
で
は
な
く
、
セ
ン
タ
ー
会

計
か
ら
支
出
し
、
教
団
は
必

要
に
応
じ
て
補
助
金
を
出
す

形
に
す
べ
き
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　
2
0
2
4
年
度
決
算
で
、

宇
田
委
員
長
は
、「
常
設
委

員
会
費
」、「
宣
教
関
係
費
」

が
、
多
く
の
会
議
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ

り
予
算
よ
り
大
き
く
下
回
っ

た
こ
と
で
、
事
業
活
動
収
支

差
額
は
2
0
3
0
万
円
の
差

益
、
経
常
会
計
全
体
で
は
、

2
2
4
1
万
円
の
差
益
と

な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　
24
年
度
部
落
解
放
セ
ン

タ
ー
決
算
で
、
鈴
木
祈
運
営

委
員
長
は
、
活
動
献
金
は

6
9
0
万
円
の
予
算
に
対
し

て
3
9
6
万
円
程
だ
っ
た
も

の
の
、
カ
ナ
ダ
合
同
教
会
か

ら
の
6
0
0
万
円
等
指
定
献
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機
構
改
定
、教
団
総
会
の
規
模
縮
小
に
つ
い
て
協
議

ば
な
ら
な
い
」、「
総
会
で
の

発
言
を
後
日
の
常
議
員
会
で

取
り
上
げ
る
の
は
フ
ェ
ア
で

は
な
い
」等
の
発
言
が
出
た
。

ま
た
「
教
団
と
し
て
信
仰
告

白
理
解
の
公
式
の
基
準
が
存

在
し
て
い
な
い
。
こ
れ
を
好

機
に
建
設
的
な
歩
み
を
始
め

て
欲
し
い
」
と
の
意
見
も
出

た
。
兵
庫
教
区
議
長
と
し
て

陪
席
し
て
い
た
、
発
言
者
の

1
人
で
あ
る
森
な
お
教
師
が

説
明
を
申
し
出
た
が
、
雲
然

俊
美
議
長
は
「
発
言
者
3
人

全
員
の
意
見
を
聞
く
べ
き
」

と
し
て
、
公
平
性
の
面
か
ら

許
可
し
な
か
っ
た
。

　
総
幹
事
報
告
で
は
網
中
彰

子
総
幹
事
が
教
会
合
併
・
閉

鎖
の
相
談
件
数
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
能
登
半
島
地
震
の

被
災
教
会
の
現
状
や
募
金
の

状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
ま
た
部
落
解
放
セ
ン

タ
ー
で
起
き
た
ア
ウ
テ
ィ
ン

グ
・
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い

て
謝
罪
し
た
。

　
財
務
関
連
議
案
す
べ
て
承
認

財務関連

　
一
日
目
の
議
事
終
了
後
、

出
版
局
に
関
す
る
協
議
会
が

開
催
さ
れ
た
。
飯
塚
拓
也
理

事
が
資
料
を
基
に
現
状
を
報

告
。
冒
頭
、
2
0
2
4
年

度
決
算
の
貸
借
対
照
表
に

お
い
て
、
資
産
合
計
2
億

4
0
1
4
万
3
2
1
7
円

に
対
し
て
負
債
合
計
が
2

億
5
4
1
7
万
2
4
5
5

円
と
な
り
、
1
4
0
2
万

9
2
3
8
円
の
債
務
超
過
と

な
っ
た
こ
と
を
告
げ
、「
一

刻
の
猶
予
も
な
い
状
況
で
あ

り
、
対
応
が
急
が
れ
る
」
と

述
べ
た
。
ま
た
、
出
版
局
が

キ
リ
ス
ト
教
出
版
業
界
に
与

え
る
影
響
は
少
な
く
な
く
、

出
版
局
職
員
の
生
活
を
守
る

責
任
も
担
っ
て
い
る
こ
と
に

触
れ
つ
つ
、「
現
状
の
ま
ま

で
は
継
続
は
不
可
能
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
こ
と

を
申
し
訳
な
く
思
う
が
、
今

年
度
中
の
業
務
縮
小
を
提
案

し
、
多
く
の
知
恵
を
集
め
て

よ
い
道
を
求
め
た
い
」
と
述

べ
た
。

　
ま
た
、
網
中
彰
子
局
長
代

行
か
ら
は
、
事
業
縮
小
は
約

4
分
の
1
で
あ
る
こ
と
、
職

員
が
過
重
労
働
の
状
態
で
励

ん
で
い
る
こ
と
、
職
員
に
も

簡
単
な
状
況
で
な
い
こ
と
は

伝
え
て
い
る
こ
と
等
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　
二
日
目
、
24
年
度
出
版

局
事
業
報
告
な
ら
び
に
決

算
承
認
に
関
す
る
件
の
中

で
、
髙
橋
潤
理
事
長
は
、
現

状
に
至
っ
た
一
因
と
し
て
、

1
9
6
6
年
に
出
来
た
出
版

局
規
定
を
見
直
す
こ
と
な
く

続
け
て
来
た
こ
と
、
課
長
会

に
経
営
を
含
め
て
全
て
を
委

ね
、
理
事
会
は
報
告
を
聞
い

て
承
認
す
る
だ
け
で
あ
っ
た

こ
と
等
を
指
摘
、
理
事
会
が

管
理
責
任
を
充
分
に
果
た
せ

な
か
っ
た
こ
と
を
詫
び
つ

つ
、「
今
後
、
諸
教
会
に
迷

惑
を
か
け
ず
に
、
縮
小
し
つ

事
業
縮
小
、業
務
体
勢
改
編
等
の
取
り
組
み
を
進
め
る

出版局
　
教
団
機
構
改
定
検
討
委
員

会
報
告
で
は
、
目
的
に
つ
い

て
は
43
回
総
会
で
決
議
さ
れ

た
「
全
体
教
会
と
し
て
の
一

体
性
」
を
土
台
と
し
て
「
将

来
的
に
予
想
さ
れ
る
諸
教
会

の
教
勢
お
よ
び
財
力
低
下
を

見
通
し
た
教
団
機
構
の
改
定

を
行
う
こ
と
」
と
説
明
さ
れ

た
。
そ
の
上
で
教
団
総
会
に

つ
い
て
の
検
討
事
項
、
す
な

わ
ち
全
体
的
に
削
減
に
向
か

う
こ
と
や
議
員
数
の
適
正
規

模
、
推
薦
議
員
削
減
、
教
規

第
2
条
の「
各
教
区
は
教
師
、

信
徒
各
3
名
を
と
り
」
の
条

文
に
対
す
る
考
え
、
事
務
経

費
に
つ
い
て
議
場
に
意
見
を

求
め
た
。
議
場
か
ら
は
「
地

方
の
声
を
届
け
る
仕
組
み
が

必
要
」、「
教
団
総
会
議
員
は

教
区
代
表
で
は
な
い
」、「
沖

縄
教
区
不
在
で
決
め
る
べ
き

こ
と
で
は
な
い
」
等
の
発
言

が
あ
っ
た
。

　
信
仰
職
制
委
員
会
報
告
で

は
洗
礼
式
、
按
手
礼
、
准
允

式
執
行
の
「
指
針
」
が
提
示

さ
れ
田
邊
由
起
夫
委
員
長

は
「『
口
語
式
文
』、『
新
し

い
式
文
』、『
試
用
版
』
と
い

う
出
版
局
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
三
つ
の
式
文
の
使
い
方
に

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
た
め
に
提

示
す
る
」
と
述
べ
た
。
特
に

試
用
版
に
お
け
る
洗
礼
式
文

の
「
感
謝
聖
別
祈
祷
」
の
中

に
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神

学
で
は
認
め
て
い
な
い
「
水

の
聖
別
」（
物
素
エ
ピ
ク
レ
ー

シ
ス
）
の
祈
り
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
で
き

る
だ
け
早
く
委
員
会
名
で

「
指
針
」
を
出
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
告
げ
た
。
そ
の
上

で
、
今
常
議
員
会
で
諸
教
会

に
配
布
す
る
こ
と
を
承
認
し

て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。

　
議
場
か
ら
は
「
教
派
的
伝

統
に
よ
っ
て
式
文
の
扱
い
は

異
な
る
の
で
慎
重
な
話
し
合

い
が
必
要
」
等
の
意
見
が
出

た
。
雲
然
議
長
は
「
教
団
が

オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
し
て
い
る
式

文
は
口
語
式
文
の
み
。
そ
れ

以
外
の
も
の
に
常
議
員
会
が

コ
メ
ン
ト
す
る
の
は
カ
テ
ゴ

リ
ー
エ
ラ
ー
」
と
述
べ
た
。

そ
し
て
洗
礼
式
執
行
指
針
に

つ
い
て
は
三
役
が
預
か
り
、

出版局に関する協議会

つ
経
営
改
善
案
を
作
成
し
て

行
け
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
て
、「
出

版
局
経
営
改
善
に
関
す
る

件
」
を
審
議
し
、
危
機
的
状

況
に
あ
る
出
版
局
に
つ
い

て
、「
常
議
員
会
の
責
任
に

お
い
て
、
事
業
縮
小
、
業
務

態
勢
改
編
等
の
取
り
組
み
を

進
め
る
」こ
と
を
決
議
し
た
。

協
議
の
冒
頭
、
雲
然
俊
美
議

長
は
、「
常
議
員
会
の
責
任
」

を
明
確
に
し
た
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、「
こ

れ
ま
で
2
0
1
4
年
か
ら
の

赤
字
を
踏
ま
え
2
0
1
9
年

か
ら
経
営
改
善
の
取
り
組
み

を
続
け
て
来
た
こ
と
の
背
後

に
は
職
員
の
努
力
が
あ
っ
た

こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
教
団
の
文
書
伝
道
を
担

う
出
版
業
務
を
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
守
れ
る
か
を
検
討
す

る
こ
と
が
、
事
業
縮
小
、
業

務
態
勢
改
編
の
内
容
」
と
述

べ
た
。
ま
た
、
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
決
断
を
早
く

行
う
た
め
に
、
経
営
改
善
会

議
で
決
定
し
常
議
員
会
に
報

告
を
す
る
と
い
う
形
で
進
め

る
こ
と
等
を
告
げ
た
。

（
小
林
信
人
報
）

按
手
礼
・
准
允
式
執
行
指
針

に
つ
い
て
は
常
任
常
議
員
会

に
附
託
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

（
米
山
恭
平
報
）

　
第
43
総
会
期
第
4
回
常
議

員
会
が
7
月
7
〜
8
日
、
教

団
会
議
室
に
て
、
開
会
時
常

議
員
30
名
中
29
名
の
出
席
で

開
催
さ
れ
た
。

　
書
記
報
告
で
は
黒
田
若
雄

書
記
が
出
版
局
経
営
改
善
会

議
の
立
ち
上
げ
、
各
教
区
総

会
へ
の
問
安
使
派
遣
等
に
つ

い
て
報
告
し
た
後
、
第
43
回

教
団
総
会
で
の
3
件
の
発
言

に
つ
い
て
触
れ
た
。
こ
の
発

言
に
つ
い
て
は
第
1
回
常
議

員
会
に
て
指
摘
さ
れ
、
三
役

に
取
り
扱
い
が
託
さ
れ
て
い

た
。
今
回
は
発
言
録
を
議
場

に
配
布
し
て
議
論
し
、
再
び

三
役
持
ち
帰
り
と
し
て
第
5

回
常
議
員
会
で
取
り
扱
う
と

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
議
場

か
ら
は
「
教
会
会
議
に
お
い

て
聖
霊
を
否
定
す
る
発
言
に

そ
の
場
で
対
応
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
悔
い
改
め
な
け
れ

第 4 回

夏
期
一
斉
休
暇
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
教
団
事
務
局
と
年
金

局
は
8
月
6
〜
8
日
、

出
版
局
は
8
月
7
〜

8
日
と
な
り
ま
す
。

総
幹
事
　
網
中
彰
子
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と
予
定
者
が
萎
縮
す
る
、
な

ど
の
反
対
意
見
が
あ
り
、
教

師
試
験
に
つ
い
て
の
対
立
を

率
直
に
認
め
た
上
で
の
議
案

で
あ
る
と
い
う
賛
成
意
見
が

出
た
。
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
た
。

　
第
2
号
議
案
の
主
旨
は
、

按
手
礼
・
准
允
の
権
能
は
教

団
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ

れ
ら
の
式
は
「
教
団
信
仰
告

白
」
を
告
白
す
る
こ
と
を
土

台
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
（
神
奈
川
教

区
で
は
総
会
に
お
い
て
教
団

信
仰
告
白
の
告
白
は
な
い
）。

反
対
意
見
と
し
て
、
現
状
で

は
信
仰
告
白
を
す
る
か
ど
う

か
で
人
の
信
仰
を
見
定
め
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
る
、
信
仰

告
白
に
つ
い
て
意
見
の
相
違

が
あ
る
状
態
で
告
白
す
る
べ

き
で
は
な
い
、
内
容
は
い
い

が
、
政
治
的
意
図
が
感
じ
ら

れ
る
、
な
ど
が
あ
が
っ
た
。

ま
た
、議
案
に
は
反
対
だ
が
、

信
仰
告
白
は
大
切
な
の
で
、

次
回
か
ら
開
会
礼
拝
で
告
白

し
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
。

　
賛
成
意
見
と
し
て
、
式
文

に
信
仰
告
白
に
対
す
る
誓

約
が
あ
る
こ
と
を
重
視
す

べ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
派
背

景
の
教
会
が
一
緒
に
や
っ
て

い
け
る
よ
う
に
簡
易
信
条

に
な
っ
て
お
り
縛
る
た
め
で

は
な
く
可
能
性
を
持
っ
て
い

る
。
従
っ
て
教
会
の
窮
状
を

踏
ま
え
て
ぜ
ひ
告
白
し
て
ほ

し
い
、
な
ど
が
あ
が
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
1
4
5
名
中

73
名
と
1
票
差
で
可
決
さ
れ

た
。
そ
の
後
の
准
允
・
按
手

礼
式
中
で
教
団
信
仰
告
白
が

告
白
さ
れ
た
。（長

倉
　
基
報
）

　
6
月
21
日
、
第
1
5
5
回

神
奈
川
教
区
総
会
が
清
水
ヶ

丘
教
会
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。
議
員
数
2
2
5
名
中

1
6
1
名
が
出
席
し
た
。

　
議
事
は
第
1
号
と
し
て
前

回
可
決
さ
れ
た
修
正
案
と
同

様
の
「
今
回
の
教
師
試
験
が

不
当
と
ま
で
は
言
え
な
い
」

と
い
う
議
案
、第
2
号
に「
按

手
礼
・
准
允
式
に
お
い
て
教

団
信
仰
告
白
を
告
白
す
る

件
」
が
、
そ
の
後
第
3
・
4

号
に
准
允
執
行
と
按
手
礼
執

行
が
提
案
さ
れ
た
。
議
場
か

ら
は
、
第
1
号
と
第
2
号
お

よ
び
第
1
号
だ
け
を
第
4
号

の
後
に
審
議
す
る
二
つ
の
案

が
提
出
さ
れ
た
。
と
も
に
准

允
・
按
手
礼
と
は
切
り
離
し
、

影
響
が
な
い
こ
と
を
明
確
に

す
べ
き
と
い
う
の
が
主
な
提

案
理
由
だ
っ
た
。
両
案
と
も

否
決
さ
れ
、
原
案
が
可
決
さ

れ
た
。

　
第
1
号
議
案
の
審
議
で

は
、議
論
の
前
提
が
不
十
分
、

す
で
に
進
展
し
た
こ
と
が
踏

ま
え
ら
れ
て
い
な
い
、
准

允
・
按
手
礼
と
結
び
つ
け
る

准允・按手礼式において教団信仰告白を告白

按手礼・准允受領者。左から、細井宏一、進宏一、
小倉仁史各牧師、飯田輝明議長、眞木重郎伝道師

　
第
2
回
伝
道
委
員
会
が
6

月
19
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
た
。
主
な
議
題
は
以

下
の
通
り
。

1
．
2
0
2
4
年
度
開
拓
伝

道
援
助
金
申
請
承
認
の
件

　
長
岡
教
会
（
関
東
）、
東

京
新
生
教
会
（
西
東
京
）、

大
磯
教
会
（
神
奈
川
）、
以

上
申
請
3
教
会
へ
の
問
安
報

告
を
受
け
、
各
1
8
0
万
円

合
計
5
4
0
万
円
の
援
助
を

承
認
可
決
し
た
。
　

2
．「
小
規
模
教
会
」
の
支

援
事
業
に
関
す
る
件

　
＊
「
小
規
模
教
会
」
と
は

礼
拝
出
席
者
平
均
5
名
未
満

の
教
会
・
伝
道
所
と
す
る
。

⑴
「
こ
こ
ろ
の
友
」
文
書
応

援
伝
道
…
継
続

⑵
「
信
徒
の
友
」
応
援
…
希

望
教
会
に
1
年
間
1
冊
を

送
付
。
そ
の
後
、
継
続
希

望
の
有
無
を
確
認
す
る
。

⑶
「
信
仰
生
活
応
援
セ
ッ

ト
」
…
現
在
出
版
局
は
こ

の
セ
ッ
ト
販
売
を
行
っ
て

い
な
い
た
め
今
総
会
期
は

無
し
。

⑷
伝
道
推
進
チ
ラ
シ
事
業
…

小
規
模
教
会
に
お
い
て
は

チ
ラ
シ
の
制
作
及
び
配
布

教区総会報告 ❹ 神奈川
2025年度

も
厳
し
い
。
教
団
全
体
に

呼
び
か
け
近
隣
の
複
数
教

会
で
伝
道
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
支

援
す
る
こ
と
が
目
的
。

　
⑴
～
⑶
を
承
認
。
⑷
は
継

続
審
議
と
し
た
。

3
．「
日
本
伝
道
推
進
を
祈

る
日
」
推
進
の
件

　
毎
月
第
3
主
日
を
「
日
本

伝
道
の
推
進
を
祈
る
日
」
と

し
て
、
教
団
各
教
会
・
伝
道

所
等
に
お
い
て
祈
り
を
合
わ

せ
る
こ
と
を
展
開
・
推
進
す

る
。
そ
の
た
め
に
「
信
徒
の

友
」
へ
の
祈
祷
課
題
再
掲
載

等
を
協
議
し
た
。
継
続
審
議

4
．「
伝
道
推
進
を
祈
る
日
」

献
金
の
振
り
分
け
の
件

　
指
定
の
な
い
献
金
の
振
り

分
け
を
協
議
し
た
。
継
続
審

議5
．
第
43
総
会
期
「
教
区
伝

道
委
員
長
会
議
」
の
件

　
日
程
＝
2
0
2
6
年
2
月

5
～
6
日
、
会
場
＝
教
団
会

議
室
、
内
容
＝
「
日
本
伝
道

の
推
進
を
考
え
る
（
仮
）」

継
続
審
議

〈
お
願
い
〉

　
伝
道
委
員
会
は
前
総
会
期

で
働
き
を
閉
じ
た
伝
道
推
進

室
か
ら
議
題
2
・
3
・
4
を

引
き
継
い
だ
が
、
支
援
方
法

の
模
索
を
続
け
て
い
る
。
当

事
者
の
声
や
支
援
の
ア
イ
デ

ア
を
ぜ
ひ
委
員
会
に
寄
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

（
山
口
紀
子
報
）

　
開
拓
伝
道
援
助
3
教
会
を
承
認

▼︎
伝
道
委
員
会
▲︎

　
戦
後
80
年
・
日
韓
協
約
60
年
を
迎
え
て

▼︎
在
日
大
韓
基
督
教
会
と
日
本
基
督
教
団
と
の
宣
教
協
力
委
員
会
▲︎

　
24
年
度
決
算
等
を
承
認

▼︎
予
算
決
算
委
員
会
・
監
査
委
員
会
▲︎

　
6
月
9
日
、
教
団
会
議
室

で
、
第
56
回
在
日
大
韓
基
督

教
会
と
日
本
基
督
教
団
と
の

宣
教
協
力
委
員
会
が
、「
両

教
会
の
宣
教
課
題
と
宣
教
協

力
～
戦
後
80
年
・
日
韓
協
約

60
年
を
迎
え
て
」
を
主
題
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
在
日
大
韓
基
督
教
会
か
ら

は
、
梁
栄
友
総
会
長
、
張
慶

泰
副
総
会
長
、
申
大
永
副
総

会
長
、
李
明
忠
副
書
記
、
趙

永
哲
宣
教
委
員
長
、
金
迅
野

関
東
地
方
会
長
、
鄭
守
煥
総

幹
事
、
金
柄
鎬
幹
事
が
出
席

し
た
。

　
教
団
か
ら
は
、
三
役
、
宣

教
委
員
長
、
在
日
韓
国
朝
鮮

人
連
帯
特
設
委
員
長
、
総
幹

事
、
宣
教
幹
事
、
職
員
3
名

が
出
席
し
た
。

　
雲
然
俊
美
議
長
の
説
教
に

よ
る
開
会
礼
拝
、
そ
れ
ぞ
れ

の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
昼
食
後
、
金
迅
野
関
東
地

方
会
長
よ
り
、「
悔
い
改
め

と
『
い
の
ち
』
の
『
こ
と
ば
』

を
軸
に
」
と
の
主
題
で
、
講

演
が
な
さ
れ
た
。
自
ら
を
安

全
な
場
に
置
か
ず
自
分
の
問

題
と
し
て
考
え
る
こ
と（「
自

分
を
射
抜
く
こ
と
」）
の
大

切
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
語
っ

た
。

　
講
演
を
受
け
て
、
久
世
そ

ら
ち
在
日
韓
国
朝
鮮
人
連
帯

特
設
委
員
長
か
ら
、
応
答
が

な
さ
れ
た
。
近
代
日
本
の
歩

み
を
辿
り
な
が
ら
、
教
会
に

お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
歪
み
に
つ
い

て
触
れ
、
教
会
は
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
立
つ
存
在
で
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
語
っ
た
。

　
毎
年
、両
教
団
の
総
会
長
・

議
長
名
で
発
表
し
て
い
る

「
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
原

案
が
示
さ
れ
、
更
に
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
（
本

紙
3
面
に
掲
載
）。

　
最
後
に
、
梁
栄
友
総
会
長

の
説
教
に
よ
る
閉
会
礼
拝
を

行
い
、
宣
教
協
力
委
員
会
を

終
了
し
た
。（

黒
田
若
雄
報
）

教団会議室にて

　
第
2
回
予
算
決
算
委
員
会

を
監
査
委
員
会
と
合
同
で
、

6
月
20
日
に
、
教
団
会
議
室

で
開
催
し
た
。

　
網
中
彰
子
総
幹
事
、
道
家

紀
一
総
務
幹
事
、
大
三
島
義

孝
財
務
幹
事
か
ら
の
幹
事
報

告
に
続
き
、
24
年
度
決
算
に

関
す
る
件
を
扱
っ
た
。
経
常

会
計
の
当
期
収
支
差
額
は

2
2
4
1
万
6
4
8
4
円
の

差
益
と
な
っ
た
。

　
特
に
、
事
業
活
動
収
支

は
収
入
2
億
9
7
2
9

万
7
9
1
1
円
、
支
出
2

億
7
6
9
9
万
6
1
1
9

円
と
な
り
、
2
0
3
0
万

1
7
9
2
円
の
差
益
と
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
収
益
事
業
会
計
の

事
業
活
動
収
入
は
1
8
2
7

万
5
8
6
2
円
と
な
り
、
執

行
率
82
・
66
％
と
前
年
に
続

き
目
減
り
し
た
。
特
に
、
会

議
室
料
と
出
版
売
上
等
の

減
少
が
収
益
事
業
会
計
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
状
況

を
よ
り
厳
し
い
も
の
に
し
て

い
る
。

　
決
算
報
告
承
認
前
に
、
事

業
活
動
支
出
第
10
款
．
部
落

解
放
セ
ン
タ
ー
繰
出
金
を

1
6
0
0
万
円
と
す
る
24
年

度
第
2
次
補
正
予
算
案
に
つ

い
て
協
議
し
、
こ
れ
を
承
認

し
た
。
こ
の
後
、
24
年
度
決

算
報
告
を
承
認
し
た
。

　
続
い
て
、
25
年
度
第
2
次

補
正
予
算
に
関
す
る
件
を

扱
っ
た
。
こ
の
補
正
予
算

で
は
、
事
業
活
動
支
出
第

9
款
第
1
項
．
総
会
準
備

費
を
1
5
0
0
万
増
額
し

2
5
0
0
万
円
に
、
ま
た
、

事
業
活
動
支
出
第
10
款
．
部

落
解
放
セ
ン
タ
ー
繰
出
金
を

2
0
0
万
増
額
し
1
6
0
0

万
円
と
す
る
。
ま
た
、
投
資

活
動
支
出
の
退
職
給
付
引
当

資
産
取
得
支
出
を
5
0
0
万

増
額
し
1
0
0
0
万
円
と
す

る
。
協
議
の
後
、
こ
の
25
年

度
第
2
次
補
正
予
算
案
を
承

認
し
た
。

　
次
に
、
年
金
局
、
部
落
解

放
セ
ン
タ
ー
、
隠
退
教
師
を

支
え
る
運
動
、
奥
羽
キ
リ
ス

ト
教
セ
ン
タ
ー
、
つ
く
ば
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
、
に

じ
の
い
え
信
愛
荘
、
神
奈
川

研
修
所
、
愛
知
老
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
ま
き

ば
）、兵
庫
教
区
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
セ
ン
タ
ー
、
九
州
キ
リ
ス

ト
教
会
館
、
鹿
児
島
キ
リ
ス

ト
教
セ
ン
タ
ー
、
沖
縄
キ
リ

ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
の
決
算
を

取
り
扱
っ
た
。

　
最
後
に
、
出
版
局
の
決
算

に
関
す
る
件
を
扱
っ
た
。
売

上
高
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
で

あ
っ
た
が
、
売
上
総
利
益
は

5
3
3
4
万
8
3
5
4
円

で
、
対
前
年
2
5
7
0
万
ほ

ど
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
海
外
未
払
印
税
の

約
2
4
0
0
万
を
特
別
損
失

計
上
す
る
と
、
当
期
純
利
益

は
約
6
9
0
0
万
円
の
差
損

と
な
る
。
こ
の
赤
字
を
解
消

す
べ
く
、
局
内
に
倉
庫
削
減

チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
1
倉

庫
の
撤
退
に
向
け
て
動
き
始

め
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、

決
算
報
告
を
承
認
し
た
。
文

書
伝
道
の
働
き
が
継
続
で
き

る
よ
う
祈
り
続
け
て
い
き
た

い
。

（
川
村
尚
弘
報
）
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青
年
大
会
開
催
方
法
を
協
議

▼︎
宣
教
委
員
会
▲︎

後列左より、堀川樹、具志堅篤、須賀工、真壁巌各委員、小
林克哉委員長、中西真二（伝道）委員、小宮山剛書記
前列左より、キスト岡崎さゆ里（全国教会婦人会連合）、横山
ゆずり（教育）、秋間文子（社会）、鈴木善姫（伝道）各委員

その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子た
ちは、ユダヤ人を恐れて、自分たちのいる家の
戸にはみな鍵をかけていた。そこへ、イエスが
来て真ん中に立ち、「あなたがたに平和がある
ように」と言われた。そう言って、手と脇腹と
をお見せになった。弟子たちは、主を見て喜ん
だ。　　（ヨハネによる福音書20章19 〜 20節）

　自らが属する国民国家を代表する（represent）
のではなく、「平和」が損なわれている世界に
あって、イエス・キリストが吹きかけてくださ
る聖霊を受けた者として、小さくされ深い傷を
負い、あるいは命を奪われた人々の声を再－現
前する（re-present）者となることを望みます。
　この地の表現者が「危機は単層でない」と発
言したように、キリスト教界も「混沌とした」
状況の中を生きているとの認識のもと、復活の
イエス・キリストのからだには十字架の傷があ
りありと残っていたこと、つまり、復活は、十
字架の死を「なかったこと」にしたのではない
ことをしっかりと胸に抱きつつ、イシューをカ
タログのように整理することからできるだけ離
れて、危機の諸相／諸層に埋め込まれた問いを
ともに噛み締めたいと思います。

＜戦後80年をめぐって＞
　1945年8月15日から80年の時を迎え、この日
の名称が「敗戦／終戦／光復」と異なった言葉
で表現されることの意味を、そして、その差異
はいったい何によってもたらされたのかを噛み
締めることができる私たちでありたいと思いま
す。その際、私たちは、誰の痛みを受け止めた
のか。自分の属する共同体や国家を越えて、帝
国主義／植民地支配と戦争という暴力を導いた
人間の愚かさによって苦悩と痛みを被ったすべ
ての存在の痛みの声を聴く耳は備わっていたの
かどうか、この時、深く顧みる者でありたいと
思います。

＜日韓条約60年をめぐって＞
　60年前に二つの国民国家の間に締結された

条約の意味をともに噛み締めたいと思います。
日本は植民地支配の「補償」という言葉を忌避
し、「経済支援」という名分にこだわり、韓国
は「経済優先」の必要に迫られ、ついには曖昧
な妥協に至りました。このことによって、日本
は歴史修正の勢いがつき、韓国は独裁政権の正
当化に繋がったこと、そして、その後の分断を
さらに深刻にしたことの意味を、また、「補償」
ではなく「経済支援」という表現に固執したこ
とにより、深い傷を追った個人の痛みが不問に
付される道を築いてしまったことの意味を、と
もに噛み締めたいと思います。その淵源には、
朝鮮半島の北側を無視し、「朝鮮籍」として取り
残された存在に対して、「煮て食おうが焼いて食
おうが自由」との国家の意志が横たわっていた
こと、そして「日韓」の双方にそのことに対す
る深い悔い改めが不在であったことを、ともに
記憶したいと思います。

＜この地と彼の地に積み重なった戦争をめぐっ
て＞
　「安らかに眠って下さい　過ちは繰返しませ
ぬから」と刻まれた広島の原爆慰霊碑。「ベト
ナム戦争中に韓国軍が引き起こした虐殺事件に
謝罪するため」に済州島の聖フランシスコセン
ターに建てられたピエタ像。自らを射抜く、この
二つの碑が指し示す心の深さを、いま、この時、
ともに胸に覚えることができる私たちでありた
いと思います。併せて、朝鮮戦争を、この地の
経済発展の契機として「特需」と認識してきた
ことへの深い悔い改めを共有するとともに、パ
レスティナなどで起きているジェノサイドを結
果として見て見ぬふりをしてしまっている私た
ちが想像力を取り戻し、「世界には自分とは違う
痛みがある」ことを痛切に感じることができる
者でありたいと思います。

＜ヘイトをめぐって＞
　在日コリアンをめがけたヘイト・スピーチや
ヘイトクライム、そしてクルド人に向けて最も
過激な矛先を向ける敵意が存在します。その敵

意を後押しするような国会議員の言説が湧出す
る危機を、ともに危機と明らかに認識したいと
思います。しかるべき法的措置がなされること
の働きかけをおこなうとともに、「ともに生き
る」ことと、「誰かを排斥する」ことの分岐点は
なぜ現れたのか、「ともに生きる」道を歩むキリ
スト者の道はどのように整えられるべきか、祈
りのなかで、ともに模索する私たちでありたい
と思います。この道は、いまも暴力にさらされ
ている沖縄の民の苦悩や、原発事故の傷などな
かったことにされつつあるように思われる福島
の人々の痛みを、「はらわたがちぎれる思い」を
もって共感された／「深く憐れまれた」（マタイ
9・36）イエス・キリストのからだに連なる道
であると信じます。

＜貧困と格差、蔓延する不遇感のなかで＞
　物価の高騰、給与の目減り、就職氷河期を生
きた人々の抑圧された生に見られるように、多
くの人が、いままでになく明るい明日を予測で
きない不安を感じながら、「わたしだって可愛そ
うなんです」とつぶやくような社会に、私たち
は生きています。そのなかで、蔓延する「自己
責任」という言葉を、人々はいつのまにか内面
化し、「ともに生きる」道を自ら遮断しているの
ではないでしょうか。SNS上に繰り広げられる
薄っぺらな記号のような「コトバ」の氾濫のな
かで、人々が敵意によって不安を満たすことが
起きているとしたら、キリスト者の道は、その
ような「コトバ」がもたらす不安の似非の「解
消」ではなく、真の「平和」をもたらす、「いの
ち」の「ことば」を届けることであると信じま
す。

　私たちは、いま、この時、イエス・キリスト
の洗足の身振り（ヨハネ13）をともに想起した
いと思います。生活の中で最も汚れた部位であ
る足を洗うということ。それは、汚れた部位を
指摘して非難し分断を深めるのではなく、その
部位を洗い合うことによって、自らの汚れに気
づき、悔い改めを忘却する身振りを離れて、新
たな道に進むからだを整えることと信じます。

「日韓」という国民国家のアイデンティティを
背負い／背負わされつつも、私たちが背負うべ
き悔い改めの忘却という責任を引き受け、イエ
ス・キリストの十字架の贖いに値する生を、「い
ま、ここ」から、再び、新たに、ともに紡いで
ゆきたいと思います。
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今
総
会
期
宣
教
委
員
会

は
、
第
1
回
（
4
月
14
日
）

お
よ
び
第
2
回（
6
月
25
日
）

委
員
会
を
開
い
た
。

　
青
年
大
会
実
行
委
員
会
に

つ
い
て
の
み
報
告
す
る
と
、

委
員
長
を
須
賀
工
委
員
と
す

る
こ
と
、
ま
た
教
育
・
伝

道
・
社
会
の
各
常
設
専
門
委

員
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
1
名
を

委
員
と
し
て
出
す
こ
と
を
決

め
た
。

　
開
催
方
法
に
つ
い
て
は
、

昨
年
9
月
に
開
催
し
た
青
年

大
会
が
全
国
6
会
場
に
分
か

れ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ

形
で
な
さ
れ
、
参
加
し
た
青

年
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
つ

な
が
り
を
持
つ
な
ど
の
成
果

が
あ
っ
た
こ
と
を
評
価
し
、

次
回
と
な
る
来
年
も
同
様
の

形
で
行
う
こ
と
を
確
認
し
、

日
程
の
調
整
に
入
る
こ
と
と

し
た
。
ま
た
、
情
報
が
必
ず

し
も
諸
教
会
に
届
い
て
い
る

と
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、

ど
の
よ
う
に
広
が
り
を
作
っ

て
い
っ
た
ら
よ
い
か
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

（
小
宮
山
剛
報
）

　
8
月
以
外
毎
週
金
曜
日
に

寿
公
園
で
行
っ
て
い
る
寿
炊

き
出
し
の
会
は
、
日
雇
い
労

働
者
の
先
達
で
あ
る
「
老

人
ク
ラ
ブ
」
の
声
が
け
で

1
9
9
3
年
12
月
か
ら
始
ま

り
現
在
第
33
次
に
入
っ
て
い

る
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
の
不

景
気
が
労
働
者
の
町
に
直
撃

し
、
公
的
資
料
で
は
な
い
も

の
の
当
時
の
記
録
に
よ
る
と

寿
地
区
お
よ
び
周
辺
で
の
行

路
病
死
は
1
9
9
3
年
に
は

1
8
4
人
。
今
で
は
「
寿
の

人
」
と
言
え
ば
簡
易
宿
泊
所

に
住
ん
で
い
る
人
を
連
想
す

る
人
が
多
い
が
、
当
時
日
雇

い
労
働
者
に
と
っ
て
野
宿
生

活
は
地
続
き
の
問
題
。
ま
さ

に
「
命
の
灯
」
を
守
る
活
動

と
し
て
の
炊
き
出
し
。
時
代

分断をのりこえる場として

寄せ場からの声

《寿炊き出しの会》

炊
き
出
し
食
数
推
移
グ
ラ
フ

の
移
り
変
わ

り
と
と
も
に

労
働
者
の

町
か
ら
「
福

祉
ニ
ー
ズ
の

高
い
町
」
に

な
り
行
政
に

よ
る
福
祉
拠

点
化
が
進
み

そ
の
様
相
は

変
わ
っ
た

が
、
第
32
次

で
は
平
均
で

4
6
7
食
の

雑
炊
が
配
食

さ
れ
て
お

り
、
炊
き
出

し
は
食
べ
る

だ
け
の
場
に
あ
ら
ず
、
身
寄

り
な
ど
人
的
関
係
性
の
乏
し

い
困
窮
者
が
新
た
に
つ
な
が

り
を
構
築
す
る
「
場
」
の
一

助
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
よ
り
学
校
や

教
会
な
ど
の
団
体
に
よ
る
炊

き
出
し
参
加
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
炊
き
出
し
後
の
ふ
り

か
え
り
会
で
の
感
想
で
交
流

を
通
じ
て
「
ホ
ー
ム
レ
ス
の

人
が
は
じ
め
て
人
だ
と
わ

か
っ
た
」（
要
約
）
と
、
学

生
か
ら
素
直
な
感
想
が
あ
っ

た
。
こ
の
〝
出
会
い
”
は
と

て
も
大
事
な
こ
と
だ
。

　
初
め
て
無
料
の
食
事
を
必

要
と
し
て
い
る
人
が
こ
の
日

本
に
い
る
こ
と
の
実
感
と
現

状
、
そ
し
て
自
ら
が
も
っ
て

い
る
偏
見
に
気
が
付
き
「
学

び
な
お
し
」「
出
会
い
な
お

し
」
を
果
た
す
「
場
」
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　「
悲
し
ん
で
い
る
よ
う
で
、

常
に
喜
び
、貧
し
い
よ
う
で
、

多
く
の
人
を
富
ま
せ
、
無
一

物
の
よ
う
で
、
す
べ
て
の
も

の
を
所
有
し
て
い
ま
す
」（
コ

リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二

6
章
10
節
）生
き
に
く
い
世
、

新
た
な
苦
難
の
中
、
こ
の
こ

と
を
実
践
と
し
て
目
の
当
た

り
に
し
て
い
け
る
か
問
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

（
汀
な
る
み
報
／
寿
地
区
セ

ン
タ
ー
主
事
）
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26
名
の
新
任
教
師
を
迎
え
て
新
任

教
師
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
た
。
共
に
学
ぶ
機
会
が
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。

　
参
加
者
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ

う
教
師
委
員
の
皆
様
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
進
行
な
ど
工
夫
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
。
力
を
抜
く
の
も
大
切
だ
。

　
三
日
間
を
通
し
て
多
く
の
恵
み
が

与
え
ら
れ
た
。
講
演
・
礼
拝
・
分
団

等
に
共
通
す
る
の
は
「
自
分
の
力
で

成
し
遂
げ
る
の
で
は
な
く
、
神
さ
ま

の
力
に
お
委
ね
す
る
」
こ
と
で
あ
っ

た
と
思
う
。
召
命
に
応
え
て
献
身
し

た
ひ
と
り
一
人
を
ど
う
お
用
い
に
な

る
か
神
さ
ま
の
御
手
の
内
に
あ
る
。

　
求
道
中
、
現
役
の
会
社
員
で
教
会

の
役
員
も
し
て
い
る
方
の
証
し
を
聞

い
た
。「
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を

待
つ
と
言
う
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は

逆
だ
。
天
命
が
決
ま
っ
て
い
る
か
ら

安
心
し
て
人
事
を
尽
く
す
こ
と
が
出

来
る
」。
恣
意
的
に
何
か
を
進
め
よ

う
と
し
て
も
主
の
み
こ
こ
ろ
で
な
け

れ
ば
そ
の
計
画
は
滅
び
る
。
こ
の
信

仰
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
大
胆
に

力
を
尽
く
す
こ
と
が
出
来
る
。
主
の

十
字
架
の
贖
い
に
よ
り
罪
赦
さ
れ

て
、
行
く
道
も
主
が
伴
い
、
行
先
も

ひ
と
つ
。

　
信
徒
も
教
職
も
ふ
っ
と
自
分
の
力

が
抜
け
た
と
こ
ろ
に
神
さ
ま
の
力
が

大
い
に
現
れ
る
こ
と
を
経
験
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
歯
を
食
い
し
ば

る
よ
う
な
と
き
も
あ
る
。そ
れ
で
も
、

親
に
抱
か
れ
て
安
心
し
て
眠
る
幼
子

の
よ
う
に
限
り
な
い
平
安
の
中
に
あ

る
こ
と
を
礼
拝
で
共
に
確
認
し
な
が

ら
、
遣
わ
さ
れ
た
場
所
で
与
え
ら
れ

た
働
き
を
し
て
い
き
た
い
と
願
う
。

（
教
団
総
幹
事
　
網
中
彰
子
）

究
極
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

究
極
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

　
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
の
職
員
と
し

て
43
年
働
い
て
き
た
星
野
薫
さ
ん

は
、
藤
沢
北
教
会
で
受
洗
し
て
46

年
に
な
る
。
そ
の
間
30
年
間
長
老

を
務
め
て
い
る
。

　
教
会
と
の
出
会
い
は
、
転
校
先

の
公
立
小
学
校
に
藤
沢
北
教
会
の

教
会
学
校
に
通
っ
て
い
る
生
徒
が

何
人
か
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
大
学

入
学
後
ほ
ぼ
毎
週
礼
拝
に
出
る
よ

う
に
な
り
、「
こ
の
教
会
で
礼
拝

者
に
な
る
」
と
の
思
い
に
導
か
れ

て
受
洗
。
そ
れ
以
来
藤
沢
北
教
会

で
礼
拝
を
し
、仕
え
続
け
て
い
る
。

　
牧
師
の
夫
人
に
フ
ェ
リ
ス
女
学

院
を
勧
め
ら
れ
て
就
職
。
そ
れ
以

来
事
務
職
員
と
し
て
学
生
、
生
徒

を
支
え
る
こ
と
を
通
し
て
日
本
の

宣
教
に
仕
え
て
き
た
。
フ
ェ
リ

ス
女
学
院
の
モ
ッ
ト
ー
は
「F

or 

O
thers

」。
学
生
、
生
徒
、
卒

業
生
に
親
し
ま
れ
、
職
員
に
と
っ

て
も
こ
の
学
校
で
働
く
指
針
に

な
っ
て
い
る
。

　
6
年
前
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
同
盟
の
全
国
事
務
局
長
・
事

務
長
会
議
の
実
行
委
員
長
を
務

め
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
あ
り
方

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多

い
。「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
日
本

社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
信
頼
さ

れ
て
き
た
。
聖
書
に
基
づ
く
人
格

教
育
や
奉
仕
の
精
神
が
評
価
さ

れ
、
宣
教
師
の
存
在
も
あ
っ
て
英

語
教
育
、
国
際
性
・
多
文
化
理
解

な
ど
を
特
色
と
し
て
き
た
。
し
か

し
、
今
日
、
そ
れ
ら
は
キ
リ
ス
ト

教
学
校
だ
け
の
特
色
で
は
な
く
な

り
、
急
激
な
少
子
化
の
中
に
あ
っ

て
伝
統
を
守
る
だ
け
で
は
生
き
残

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
に
女
子

教
育
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い

る
」
と
し
、
そ
の
上
で
、「
今
の

社
会
の
要
請
に
応
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
学
生
、
生
徒
が
生
き
て
い

く
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
、
そ
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
学
び
を
提
供
で
き
る
か
を

考
え
、
社
会
に
発
信
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
」
と

語
る
。

　
フ
ェ
リ
ス
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
終

え
よ
う
と
す
る
今
、
十
分
に
責
任

を
果
た
し
た
か
と
自
ら
に
問
い
つ

つ
、
次
の
世
代
の
職
員
に
バ
ト
ン

を
渡
そ
う
と
し
て
い
る
。

キリスト教学校を通して
世に仕える

藤沢北教会員

星
ほしの

野　薫
かおる

さん

戦後80年にあたって、平和を求める祈り

　今、心を一つにして、私たちの父なる神に祈ります。
「御名が崇められますように。御国が来ますように。御心が天になるご
とく、地にもなりますように。」

　アジア・太平洋戦争の敗戦から80年を迎えます。神が造られ、愛さ
れた何千万人もの命が、私たちの罪によって傷つけられ、奪われたこと
を深く悔い改め、人類が二度とあのような過ちを犯すことがないように
と、平和の主に祈り願います。

　しかしこの80年の間にも、多くの戦争・内戦が世界中であり、今も1
億人を超える人が難民とされています。私たちがまことに無力であった
ことを悔いるものです。この現実の中で、それでも私たちは復活の主が
まことの平和へと世界を導いてくださることを信じ、心を新たにして平
和を祈り願います。そして、御言葉を宣べ伝え、御国を目指して歩んで
行きます。また、私たち自身が、戦時中に神と人とに対して大きな罪を
犯したのみならず、その後も時代と共に変わりゆくイデオロギーや歴史
観に振り回されたことを悔い改めます。主の御前に立って全ての者が悔
い改め、ただ主の平和に仕える者となりますように。時代は変わり人は

変わりますが、神の言葉は永遠に変わることがありません。正しいお方
は、十字架の主であるあなただけです。主よ、憐れんでください。

　近年は日本の近海においても緊張状態が続いています。その様な中で
琉球弧の島々に住む方々が担わされている過重な労苦に対して痛みを覚
えます。私たちが自分の利益だけを追い求めることなく、十字架の主イ
エス・キリストの御前に立って、神が与えられた力と知恵とを平和の実
現のために用いてまいります。

私たちは、神の子・平和の子とされた者として、御国を仰ぎつつ祈ります。
強い国家や民が、弱く小さな国家や民を力によって支配し、虐げること
がありませんように。国家・民族の間にある憎しみの連鎖が断ち切られ
ますように。困窮のただ中にある一人びとりに、生きる力と勇気が与え
られますように。そして、核の脅威が世界中から取り除かれていきます
ように。
　平和の主イエス・キリストよ、早く来てください。

　この祈りを主イエス・キリストの御名によって祈ります。　アーメン

（第43総会期　第4回常議員会　2025年7月8日　可決）

松
本
紳
一
郎（
函
館
教
会
主

任
担
任
教
師
）

　
25
年
6
月
18
日
逝
去
、
77

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
10
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
、
同
年
よ
り
函
館
教
会
を

牧
会
。

　
遺
族
は
妻
・
松
本
美
香
子

さ
ん
。

甲
賀
道
生（
隠
退
教
師
）

　
25
年
6
月
22
日
逝
去
、
92

歳
。
満
州
・
安
東
県
生
ま
れ
。

58
年
東
京
神
学
大
学
大
学
院

修
了
、
同
年
よ
り
洗
足
、
江

戸
川
教
会
を
牧
会
し
、
09
年

隠
退
。

　
遺
族
は
妻
・
甲
賀
淳
子
さ

ん
。

　
正
教
師
登
録

関
戸
直
子
、
津
村
大
三
、

長
手
陽
介

（
2
0
2
5
・
5
・
27
受
按
）

髙
木
政
臣

（
2
0
2
5
・
6
・
1
受
按
）

小
倉
仁
史
、
進
　
宏
一
、

細
井
宏
一

（
2
0
2
5
・
6
・
21
受
按
）

阪
口
　
選

（
2
0
2
5
・
6
・
22
受
按
）

　
補
教
師
登
録

藤
田
和
也

（
2
0
2
5
・
5
・
27
受
允
）

池
田
昌
功
、
増
尾
隆
司

（
2
0
2
5
・
6
・
1
受
允
）

眞
木
重
郎

（
2
0
2
5
・
6
・
21
受
允
）

　
教
師
異
動

下
石
神
井
辞（
代
）古
賀
　
博

　
〃
　
就（
主
）西
間
木
公
孝

江
古
田
　
就（
代
）古
賀
　
博

吉
祥
寺
　
就（
担
）増
尾
隆
司

拝
島
平
安
就（
担
）池
田
昌
功

旭
川
六
条
辞（
代
）卜
部
康
之

　
〃
　
　
就（
主
）山
本
光
一

八
雲
　
　
辞（
主
）反
町
潤
平

　
〃
　
　
就（
代
）金
　
鍾
九

七
飯
　
辞（
代
）松
本
紳
一
郎

　
〃
　
　
就（
主
）榮
　
　
忍

南
豊
中
　
辞（
担
）床
次
隆
志

天
城
　
　
辞（
主
）吉
田
　
慈

　
〃
　
　
就（
主
）床
次
隆
志

琴
浦
　
　
辞（
代
）吉
田
　
慈

　
〃
　
　
就（
代
）床
次
隆
志

彦
根
　
　
就（
主
）吉
田
　
慈

鳥
取
　
　
辞（
代
）葛
井
義
顕

日
野
　
辞（
兼
主
）野
々
川
藍

　
〃
　
　
就（
代
）武
石
晃
正

岡
山
　
辞（
担
）佐
々
木
玲
哉

　
〃
　
　
就（
担
）藤
田
和
也

仙
台
東
　
辞（
代
）近
藤
　
誠

　
〃
　
就（
主
）佐
々
木
玲
哉

角
田
　
　
辞（
主
）小
松
茂
夫

　
〃
　
　
就（
代
）池
田
春
善

横
浜
上
倉
田辞（

主
）桒
原
道
子

　
〃
　
　
就（
代
）加
山
久
夫

相
模
原
　
辞（
担
）辻
川
　
篤

　
〃
　
　
就（
担
）眞
木
重
郎

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

辞（
教
）徳
田
　
信

蒲
田
　
　
辞（
代
）藤
崎
義
宣

　
〃
　
　
就（
主
）徳
田
　
信

山
梨
　
　
辞（
主
）及
川
　
信

静
岡
英
和
女
学
院
中
学
高
校

辞（
教
）武
井
裕
賀
里

畦
野
　
　
辞（
主
）本
宮
　
広

　
〃
　
　
辞（
担
）本
宮
真
理

　
〃
　
就（
代
）橋
本
い
ず
み

高
砂
　
　
辞（
担
）谷
元
亜
衣

明
石
ベ
テ
ル辞（

主
）斎
藤
成
二

　
〃
　
就（
代
）兼
松
千
佳
子

　
〃
　
　
就（
担
）斎
藤
成
二

　
〃
　
　
就（
担
）谷
元
亜
衣

横
須
賀
学
院
中
学
高
校

就（
教
）永
瀨
克
彦

弘
前
南
　
辞（
主
）松
村
重
雄

　
〃
　
　
就（
代
）松
村
枝
美

弘
前
学
院
聖
愛
中
学
高
校

就（
教
）朱
　
榮
眞

新
庄
　
　
辞（
主
）佐
藤
浩
之

　
〃
　
　
就（
代
）原
　
　
裕

富
山
二
番
町辞（

代
）渡
部
信
子

　
〃
　
　
就（
代
）渡
部
和
使

徳
山
　
　
辞（
代
）足
立
麻
子

　
〃
　
　
就（
代
）浦
上
　
光

新
居
浜
西
部辞（

代
）木
村
一
雄

　
〃
　
　
就（
主
）本
宮
真
理

　
〃
　
　
就（
担
）本
宮
　
広

　
教
師
隠
退

及
川
　
信
、

涌
井
　
徹
、

松
村
重
雄

　
隠
退
よ
り
復
帰

加
山
久
夫

　
教
会
合
併

宜
野
湾
、
志
真
志

（
ぎ
の
わ
ん
教
会
設
立
）

　
伝
道
所
廃
止

京
都
上
桂

　
教
会
所
在
地
変
更

葦
の
か
ご

　
〒
151－

0
0
6
3
　
東
京

都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
1－

35

－

9
　
ベ
テ
ル
教
会

　
伝
道
所
所
在
地
変
更

埼
玉
中
国
語

　
〒
363－

0
0
2
8
　
桶
川

市
下
日
出
谷
西
3－

15－

34
　
桶
川
伝
道
所
内

　
伝
道
所
通
信
先
削
除

知
立

　
信
徒
伝
道
者
異
動

明
石
ベ
テ
ル
就
　
谷
元
延
幸

教 団 新 報 （4）　2025 年 7月 26日第 5035 号　　　　　（第三種郵便物認可）


